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大規模農業による森林減少・劣化の現状

 世界の森林面積は1990-2020年の30年間で1億7800万ha（日本の国土面積の約5
倍）が減少（FAO2020： ）。

 農業は森林減少・劣化の大きな要因の一つ（
）。

https://www.fao.org/3/ca8753en/ca8753en.pdf
https://www.visualcapitalist.com/visualizing-the-five-drivers-of-forest-loss/
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地球規模の森林破壊を引き起こす農産品生産



前回セミナー「森林の減少・劣化の現状と農業セクターの取組から学ぶ対
策」（2022年10月11日）の振り返り

 森林減少・劣化に繋がらない農業の取組として：
• 持続可能なコーヒー栽培（森のコーヒー、シェード農法、生産性向上）
• 持続可能なオイルパーム産業の構築（アブラヤシ古木の活用）
• 持続可能な農牧林業統合システム（ILPF）
 取組の拡大のためには：
• 農家に対するサポート（生産性向上やマーケットとのマッチング等）
• イノベーション・技術
• 民間セクターの進出（認証制度、ブランディング等）
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取組の一つ：欧州連合（EU）のデュー・ディリジェンス義務化規則

 2022年12月にEUでデュー・デリジェンス義務化規則が合意された。
大豆、パーム油、牛肉、木材、カカオ、コーヒーのコモディティをEU市
場に出荷する事業者は、当該コモディティの生産・流通が合法かつ森
林減少・劣化に繋がっていないことを確認するデュー・デリジェンスを行
う必要がある（カットオフデートは2020年12月31日）。

違反した事業者には、EUでの年間総売上高の少なくとも4%の罰金
が科される。

今後、規則案の正式な採択、適用が進められる。

アメリカやイギリスでも類似の動きがあり、世界全体として、「ビジネス
と環境」、「ビジネスと人権」は今後、重要なポイントになっていく。

政府による木材の輸入規制から、企業にデュー・ディリジェンスの実施
を求める動き。

世界的な動き



ビジネスサイドでの
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森から世界を変えるプラットフォーム

 「森から世界を変えるREDD＋プラットフォーム」（2014-2020）での取組を発展
的に継続するもので、2021年に設立。

 SDGsの達成に向け、途上国における森林保全・再生、および持続可能な森林
管理を支援する多様なステークホルダー間の取り組みを推進するためのプラット
フォーム。

 会員数は約300名。
 主な活動：
（１） イベントの開催
森から世界を変えるプラットフォーム主催あるいは他の団体との共催によるイベントの実施。

（２） メールによるイベント情報提供や会員様の取組紹介
会員向けの森林・自然環境保全分野の関連イベント情報メールの送信。会員様の取組紹介。

（３） 定例会・分科会
定例会の開催、特定の地域・課題を取組の対象とした分科会の設置（要望あれば）。

森から世界を変えるプラットフォームへの会員登録をぜひご検討ください！
（登録無料、年間費無料です。）

詳細はインターネット検索、またはQRコードから⇒
お問い合わせ：forest_platform@jica.go.jp



ありがとうございました
森から世界を変えるプラットフォーム


